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理学部ニュース発行のお知らせ
メール配信中。くわしくは
理学部HPでご確認ください。

地球惑星環境学科では，毎年4月の学
部生進学ガイダンスが終わると，その
まま2泊3日の「地球惑星環境学野外巡
検Ⅰ」（2018年は房総半島）を行う。
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茅根 創（地球惑星科学専攻 教授） 

2 0 1 8年度の連載「専攻の魅力を語る」。7月号
は前号の生物科学専攻に続き，地球惑星科学
専攻です。この連載は表紙写真とセットに
なっており，今号の表紙は「学生巡検で地層
を観察する学生の様子」です。本専攻では，
調査船による海洋の観測，南極でのレーダー
観測，さらには小惑星から試料を持ち帰って
行う分析など，様々な最先端の観測と分析が
行われています。しかし，こうした観測にカ
メラマンが同行して撮影する調整が困難だっ
たところ，ちょうど 4月に学部 3年生の巡検
があることから，その様子を撮影してもらう
ことにしました。日々高度な観測や分析機器
が開発され，地球惑星の理解も深まっていま
す。しかし，地球惑星科学の原点は，こうし
て地球に直接ふれ，観察して，発見する喜び
であると，自分がはじめて連れて行っても
らった学部の巡検を思い出しています。
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安東　正樹（物理学専攻）
桂　　法称（物理学専攻）
後藤　佑樹（化学専攻）
茅根　　創（地球惑星科学専攻）
名川　文清（生物科学専攻）
串部　典子（総務チーム）
武田加奈子（広報室）
印刷：三鈴印刷株式会社

月号 2018

表紙・裏表紙  Photo  Koji Okumura （Forward Stroke Inc）
撮影協力：地球惑星環境学科の皆さん
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野外巡検中の地球惑星環境学科3学生


